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学
校
で
の
英
語
の
教
科
化
・
早

期
化
に
対
応
す
る
た
め
、
教
職

員
研
修
や
教
材
・
教
具
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
先
進
的
な
研
究
を
取

り
入
れ
、
教
職
員
の
授
業
力
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
児
童
生
徒
と
し
っ
か
り
向
き
合
え
る

よ
う
、
学
習
支
援
員
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
な
ど
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

学
校
司
書
を
２
人
増
員
、
心
身
障
害
児

介
助
員
を
１
人
増
員
し
ま
す
。

　
老
朽
化
が
進
む
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
康
・
精
神
面
に
効
果
が
あ

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
寄
与
す
る

内
装
木
質
化
工
事
も
推
進
し
ま
す
。

　
産
後
の
母
子
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
産
後
ケ
ア
や
、

不
妊
検
査
費
の
助
成
を

始
め
ま
す
。

通
面
か
ら
二
酸
化
炭
素
削
減
を

進
め
る
た
め
、
次
世
代
自
動
車

の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。
実
用
性
の

高
い
電
気
自
動
車
を
公
用
車
と
し
て
導

入
し
、
市
民
に
貸
し
出
す
な
ど
の
普
及

策
を
検
討
し
ま
す
。

　
未
来
に
残
し
た
い
里
山
保
全
の
取
り

組
み
と
し
て
、
上
山
口
堀
口
天
満
天
神

社
周
辺
緑
地
の
里
山
保
全
地
域
の
指
定

を
進
め
ま
す
。
み
ど
り
の
公
有
地
化
は
、

新
た
に
三
ケ
島
二
丁
目
里
山
保
全
域
内
、

淵
の
森
隣
接
地
、
北
中
ふ
る
さ
と
の
緑

の
景
観
地
内
の
土
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

　
廃
棄
物
を
適
切
に
処
理
す
る
た
め
に
、

東
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
性
能
維
持

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
粗
大
ご
み
の
収

集
・
運
搬
の
電
話
受
け

付
け
を
土
日
も
行
い
、

家
具
な
ど
の
リ
ユ
ー
ス

拡
大
を
図
り
ま
す
。
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施し

政せ
い

方
針
と
は

　
市
長
が
新
年
度
の
市
の
基
本
方
針
や
主
な

政
策
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
毎
年
、

市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
行
わ
れ
ま
す
。
全

文
と
動
画
は
、市
HP
（

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

小交

eco 教
育
・
子
ど
も

環
境

◆教職員の授業力向上◆学校司書などを増員
◆学校トイレの環境改善◆教室を木で改修

◆次世代自動車普及でマチごとエコタウン
◆里山保全地域を指定　◆土日の粗大ごみ受け付け

が
市
長
を
志
し
た
原
点
は
、「
東
日
本

大
震
災
」
と
「
原
発
事
故
」
で
あ
り

ま
し
た
。
震
災
直
後
、
私
が
訪
れ
た

石
巻
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
、
地
元
の
人

た
ち
が
掛
け
て
く
れ
た
感
謝
の
言
葉
。
家
も
、
親
も
、

友
人
も
、
全
て
を
無
く
し
た
人
た
ち
が
、
な
ぜ
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
え
る
の
か
。
人
間
に
と
っ
て
幸
せ

と
は
何
な
の
か
。
何
の
た
め
に
人
は
生
き
る
の
か
。

い
つ
も
自
ら
に
問
い
な
が
ら
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
、
震
災
を
経
験
し
た
私
た
ち
大
人
の
使
命
は
、

や
は
り
「
継
承
」
に
あ
り
、
継
承
す
べ
き
は
人
と
人

が
絆
で
支
え
合
い
、
一
人
一
人
が
人
間
力
を
発
揮
す

る
社
会
、
そ
し
て
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
社
会
を

作
る
こ
と
な
の
だ
と
考
え
ま
す
。
世
の
潮
流
が
い
か

に
変
化
し
よ
う
と
も
、
人
は
自
然
の
一
部
で
し
か
な

い
こ
と
を
弁わ

き
ま

え
歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

そ
う
感
じ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
思
い
を
全
て
の
職
員
が
共

有
し
、「
動
け
！
所
沢

　
紡
ご
う
！
絆
」「
未あ

す来
を
見

つ
め
、
今
を
動
く
！
」「
公
務
員
は
市
民
の
た
め
に

あ
る
」
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
１
２
０
％
の
力
を
発

揮
し
、
市
民
の
新
た
な
幸
せ
の
た
め
、
一
丸
と
な
っ

て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
教
育
・
子

ど
も
」「
環
境
」「
福
祉
・
自
治
」「
文
化
・
ブ
ラ
ン
ド
」「
行

政
」「
健け

ん
こ
う幸

長
寿
」
の
６
つ
を
市
政
運
営
の
柱
に
掲
げ
、

強
く
、
そ
し
て
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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